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例
え
ば
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
主
流
を
占
め
る
や
き
も

の
類
で
は
、
桃
山
時
代
頃
に
現
在
の
岐
阜
県
美
濃
地
方

で
大
量
に
制
作
さ
れ
一
世
を
風
靡
し
た
、
通
称「
美
濃
焼
」

と
呼
ば
れ
る
「
志
野
」
や
「
織
部
」
な
ど
。
そ
し
て
絵
画
で

は
、
川
合
玉
堂
（
１
８
７
３
〜
１
９
５
７
）
や
前
田
青
邨

（
１
８
８
５
〜
１
９
７
７
）、
熊
谷
守
一
（
１
８
８
０
〜

１
９
７
７
）
な
ど
、
近
現
代
に
活
躍
し
た
岐
阜
県
ゆ
か
り

の
作
家
作
品
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
常
に
故
郷
石
川
に
対
し
て
強
い
想
い

を
抱
い
て
き
た
と
い
う
池
田
氏
の
こ
こ
ろ
を
反
映
し
て

い
る
か
の
よ
う
に
、
石
川
県
ゆ
か
り
の
作
品
、
殊
に
松

田
権
六（
１
８
９
６
〜
１
９
８
６
）や
前
大
峰（
１
８
９
０

〜
１
９
７
７
）、
初
代
魚
住
為
楽
（
１
８
８
６
〜

１
９
６
４
）
や
高
橋
介
州
（
１
９
０
５
〜
２
０
０
４
）
な

ど
、
石
川
の
工
芸
界
発
展
に
大
き
な
功
績
を
残
し
た
作

家
作
品
が
含
ま
れ
て
い
る
の
も
特
徴
と
い
え
ま
す
。

　

ま
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
宮
川
長
春
（
１
６
８
２
〜

１
７
５
２
）や
月
岡
雪
鼎（
１
７
２
６
〜
８
７
）な
ど
に
よ

る
肉
筆
浮
世
絵
、
和
歌
山
県
の
古
刹
・
根
来
寺
に
由
来

す
る
と
い
わ
れ
る
漆
器
「
根
来
」
な
ど
、
池
田
氏
の
蒐
集

に
対
す
る
「
こ
だ
わ
り
」
を
感
じ
さ
せ
る
作
品
が
ま
と

ま
っ
て
存
在
し
て
い
る
の
も
ポ
イ
ン
ト
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
魅
力
的
な
品
々
が
集
う
「
池
田
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
」。
そ
の
形
成
は
、
常
に
当
館
20
年
の
歩
み
と
と

も
に
あ
り
ま
し
た
。

「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」の
20
年

　
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
が
誕
生
し
た
の
は
、
今
か
ら

27
年
前
の
昭
和
63
年
（
１
９
８
８
）
の
こ
と
。
そ
の
前
年

に
池
田
氏
が
亡
く
な
り
、
ご
遺
族
の
ご
厚
意
に
よ
っ
て

氏
の
蒐
集
品
よ
り
計
１
２
５
点
の
作
品
が
七
尾
市
に
寄

附
さ
れ
た
の
を
発
端
と
し
ま
す
。
そ
の
際
に
作
品
群
は

「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
命
名
さ
れ
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
保
管
・
公
開
す
る
施
設
と
し
て
建
設
が
予
定
さ
れ
た

当
館
の
主
要
所
蔵
品
と
し
て
、
そ
の
開
館
を
待
つ
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
当
館
の
誕
生
に
は
「
池
田
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
」が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

そ
し
て
平
成
７
年
（
１
９
９
４
）
４
月
、
当
館
オ
ー
プ

ン
。「
開
館
記
念
展
」
で
は
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
か
ら

32
点
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、
記
念
す
べ
き
ス
タ
ー
ト
の

一
翼
を
担
い
ま
し
た
。
そ
の
際
に
池
田
家
よ
り
「
開
館
記

念
」
と
し
て
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
屈
指
の
名
品
「
黄
瀬
戸
六

角
盃
」
な
ど
22
点
の
作
品
が
新
た
に
寄
附
さ
れ
、
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
は
あ
わ
せ
て
１
４
７
点
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
は

総
所
蔵
品
の
１
／
３
を
占
め
る
も
の
で
、
開
館
後
は
主

要
所
蔵
品
と
し
て
、
定
期
的
に
作
品
を
公
開
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

開
館
20
周
年
記
念
展
・
第
74
回
七
尾
港
ま
つ
り
協
賛

改
め
て「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」と
は

　

本
年
で
開
館
20
周
年
を
迎
え
た
当
館
。
平
成
７
年
の

ス
タ
ー
ト
以
来
、
能
登
地
区
の
総
合
美
術
館
と
し
て
数

多
く
の
作
品
を
収
蔵
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
の
所
蔵
品

は
約
７
０
０
点
。
時
代
は
中
世
以
来
の
古
美
術
作
品
か

ら
現
代
作
品
ま
で
、
ジ
ャ
ン
ル
は
絵
画
か
ら
彫
刻
・
工
芸
・

書
・
写
真
と
実
に
多
彩
な
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
常
に
所
蔵
品
の
中
核
と
位
置
づ
け
ら
れ

て
き
た
の
が
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
で
す
。
七
尾
市
出

身
の
実
業
家
・
池
田
文
夫
氏
（
１
９
０
７
〜
８
７
）
が
生

涯
を
か
け
て
蒐
集
し
た
美
術
工
芸
品
で
、
茶
道
具
を
中

心
に
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
番
の
特
徴
と
し
て
は
、
池
田
氏
が
岐
阜
県
大

垣
市
を
活
動
の
拠
点
と
し
た
こ
と
か
ら
、
岐
阜
県
ゆ
か

り
の
作
品
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
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平
成
27
年
７
月
４
日（
土
）〜

10
月
25
日（
日
）

休
館
日
に
つ
い
て
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い

新
寄
附
作
品
初
公
開
！

—
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
名
品

【
第
１
期
】７
月
４
日（
土
）〜
８
月
２
日（
日
）

【
第
２
期
】８
月
８
日（
土
）〜
９
月
13
日（
日
）

※
掲
載
作
品
は
全
て「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」新
寄
附
作
品
で
す
。

◆
第
１
・
第
２
展
示
室

「織部耳付香炉」【第１期展示】

「志野三足付香合」【第１期展示】

「
美
人
居
眠
図
」
礒
田
湖
龍
斎	

【
第
２
期
展
示
】

「
絵
唐
津
盃
台
」	

【
第
１
期
展
示
】

「
備
前
摺
鉢
水
指
」	

【
第
１
期
展
示
】
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作
品
を
制
作
す
る

際
、
作
家
と
「
時
」
を

共
有
し
た
風
景
や
家

族
、
友
人
、
ペ
ッ
ト

な
ど
が
作
品
の
モ

チ
ー
フ
と
な
る
こ
と

が
多
々
あ
り
ま
す
。

　
「
時
」
は
経
過
し
記

憶
の
中
に
留
ま
る
も

の
。「
時
」
を
積
み
重

ね
る
に
つ
れ
、
初
期

の
「
記
憶
」
は
曖
昧
に

な
り
ま
す
。
変
わ
っ

て
い
く
も
の
と
、
変

ら
な
い
も
の
。「
記
憶
」

は
見
つ
め
直
す
こ
と

で
、
上
書
き
さ
れ
、

新
し
い
「
記
憶
」
と
し

て
姿
を
変
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

作
家
は
作
品
に「
時
」を
閉
じ
込
め
、
我
々
は
作
品
を
鑑

賞
す
る
こ
と
で
作
家
の「
記
憶
」に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
慣
れ
親
し
ん
だ
風
景
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
訪
れ
た

こ
と
の
な
い
景
色
に
何
処
か
懐
か
し
さ
を
覚
え
、
共
に
過

ご
し
た
こ
と
の
な
い
も
の
た
ち
に
愛
着
を
感
じ
る
。

　

作
家
と
そ
の
眼
差
し
を
共
有
し
、
作
家
の
（
私
の
？
あ

な
た
の
？
誰
か
の
？
）「
記
憶
」の
中
に
入
り
込
ん
で
み
て

く
だ
さ
い
。
絵
画
、
彫
刻
合
わ
せ
て
約
30
点
を
展
示
し

ま
す
。

　

そ
の
後
「
開
館
10
周
年
」
と
な
る
平
成
17
年
に
は
、
肉

筆
浮
世
絵
や
木
彫
な
ど
23
点
の
追
加
寄
附
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
続
い
て
平
成
23
年
に
は
「
根
来
」
や
「
桑
名
盆
」

な
ど
漆
器
を
中
心
に
、
重
要
美
術
品
「
後
奈
良
天
皇
和
歌

懐
紙
」
な
ど
34
点
が
追
加
。
い
ず
れ
も
こ
れ
ま
で
当
館
に

あ
ま
り
無
か
っ
た
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
が
メ
イ
ン
で
、
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
に
さ
ら
に
幅
広
さ
が
加
わ
り
ま
す
。
総
点

数
も
２
０
０
点
を
超
え
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
開
館
20
周
年
を
迎
え
た
今
年
。
池
田
家
か

ら
の
再
度
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
記
念
と
し
て
新
た
な
作

品
を
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
加
わ
っ
た
作
品

は
実
に
83
点
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
一
挙
に
２
８
７
点
と

な
っ
た
の
で
す
。

　

本
展
で
は
、
会
期
を
２
期
に
分
け
る
か
た
ち
で
そ
れ

ら
新
寄
附
作
品
を
一
堂
に
初
公
開
。
従
来
の
「
池
田
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
」
か
ら
も
一
部
作
品
を
加
え
、
そ
れ
ぞ
れ
貴
重

な
品
々
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

新
寄
附
作
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

　

今
回
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
作
品
83
点
の
内
訳
は
、

工
芸
73
点
・
絵
画
８
点
・
彫
刻
２
点
。
工
芸
を
中
心
に

構
成
さ
れ
て
お
り
、
工
芸
が
主
流
の
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
」の
流
れ
を
汲
ん
だ
顔
ぶ
れ
と
い
え
ま
す
。

　

そ
の
中
で
一
番
の
注
目
点
は
、
や
き
も
の
が
充
実
し

て
い
る
こ
と
。
工
芸
73
点
中
、
や
き
も
の
が
実
に
59
点

を
占
め
て
い
ま
す
。
中
で
も
目
を
ひ
く
の
は
「
九
谷
焼
」

で
、
そ
の
創
始
と
さ
れ
る
「
古
九
谷
」
を
始
め
と
し
て
、

江
戸
時
代
後
期
に
制
作
さ
れ
た
「
吉
田
屋
窯
」「
粟
生
屋

窯
」と
い
っ
た「
再
興
九
谷
」な
ど
、「
九
谷
焼
」の
小
皿
や

鉢
・
徳
利
と
い
っ
た
食
器
類
な
ど
28
点
が
一
挙
に
追
加

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
で
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
「
九
谷
焼
」
と

い
う
、
新
た
な
１
ジ
ャ
ン
ル
が
形
成
さ
れ
た
の
で
す
。

　

加
え
て
「
美
濃
焼
」
や
「
唐
津
焼
」
な
ど
、
桃
山
期
の
や

き
も
の
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。「
美

濃
焼
」
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
も
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
大
き

な
特
徴
で
し
た
が
、
今
回
は
「
志
野
」
や
「
織
部
」
な
ど
12

点
が
加
わ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
「
唐
津
焼
」
の
11
点
と
あ

わ
せ
、「
美
濃
焼
」を
中
心
と
し
た
桃
山
陶
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
が
、
さ
ら
に
ボ
リ
ュ
ー
ム
ア
ッ
プ
し
た
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

　

そ
の
他
に
は
、
工
芸
で
は
加
賀
象
嵌
で
名
を
馳
せ
た

石
川
県
の
金
工
作
家
・
高
橋
介
州
（
１
９
０
５
〜

２
０
０
４
）
の
作
品
な
ど
、
そ
し
て
絵
画
で
は
、
土
佐
光

起
（
１
６
１
７
〜
９
１
）
や
中
林
竹
洞
（
１
７
７
６
〜

１
８
５
３
）
と
い
っ
た
、
主
に
江
戸
時
代
に
活
躍
し
た
絵

師
の
作
品
な
ど
が
み
ら
れ
ま
す
。

3

◆
第
３
展
示
室

◇
観
覧
料

個　

人

団　

体

一　

般

３
５
０
円

２
８
０
円

大
高
生

２
８
０
円

２
２
０
円

※
中
学
生
以
下
無
料
、団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

※
観
覧
料
は「
新
寄
附
作
品
初
公
開
！
‐
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
名
品
」

と
共
通
料
金
で
す
。

「K子（長女）の首」田中太郎「シネマ」山本隆

「
色
絵
栗
図
輪
花
形
小
皿　

古
九
谷
」

【
第
２
期
展
示
】
「
色
絵
山
水
人
物
図
角
皿　

小
野
窯
」

【
第
２
期
展
示
】

「三島本地絵巻」（部分）土佐光起
【第１期展示】

　

な
お
本
展
で
は
、
第
１

期
に
「
美
濃
焼
」
や
「
唐
津

焼
」
な
ど
、
第
２
期
に
は

「
九
谷
焼
」
を
中
心
に
そ
れ

ぞ
れ
展
示
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
開
館
以
降
、
当
館

の
「
顔
」
と
し
て
親
し
ま
れ

て
き
た
「
池
田
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
」。
そ
の
新
メ
ン

バ
ー
を
、
ぜ
ひ
と
も
ご
鑑

賞
く
だ
さ
い
。

記
憶
の
中
に

７
月
22
日（
水
）〜
９
月
13
日（
日
）
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開
館
20
周
年
特
別
企
画

　

本
年
は
当
館
開
館
20
周
年
と
い
う
記
念
の
年
で
、
皆
様

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、春
に
続
い
て
秋
に
も
等
伯
作
品
を

ご
覧
い
た
だ
け
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
水
墨
画
を
学
ぶ

催
し
な
ど
も
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ
て
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

　

能
登
国
七
尾
出
身
の
長
谷
川
等
伯
（
１
５
３
９
～

１
６
１
０
）
は
、
す
で
に
20
歳
代
に
は
信
春
の
名
で
絵
仏
師

と
し
て
活
躍
、
遅
く
て
も
そ
の
頃
に
は
京
都
を
往
来
し
、
30

歳
代
中
頃
に
は
正
式
に
京
都
へ
移
住
し
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
一
時
期
狩
野
派
に
学
ん
だ
と
さ
れ
、
そ
の
時
期
は

30
歳
代
後
半
頃
か
ら
40
歳
代
と
す
る
説
が
一
般
的
で
し
た

が
、最
近
で
は
20
歳
代
前
半
頃
に
京
都
で
学
ん
で
い
た
と
す

る
見
解
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
等
伯
は
、

京
都
に
お
い
て
大
名
、高
僧
、茶
人
な
ど
、当
時
一
級
の
権
力

者
や
文
化
人
た
ち
と
親
交
し
、
長
谷
川
一
派
を
成
し
て
大

寺
院
や
豊
臣
秀
吉
な
ど
の
御
用
を
務
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

等
伯
は
大
変
器
用
な
絵
師
で
、
彩
色
豊
か
で
緻
密
な
仏

画
や
、
国
宝
「
楓
図
壁
貼
付
」（
京
都
市
・
智
積
院
蔵
）に
代

表
さ
れ
る
金
地
の
華
や
か
な
障
屏
画
が
得
意
か
と
思
え

ば
、
晩
年
は
水
墨
画
の
名
作
を
多
く
遺
し
て
い
ま
す
。
本

展
で
は
水
墨
画
に
焦
点
を
あ
て
、
重
要
文
化
財
の
襖
絵
や

「
複
製
松
林
図
屏
風
」を
含
め
た
12
点
を
紹
介
し
ま
す
。
春

の
展
覧
会
に
比
べ
て
点
数
は
多
く
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
等
伯

の
様
々
な
水
墨
画
の
表
現
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
信
春
時
代
の
水
墨
画
■

　

等
伯
は
若
き
信
春
時
代
か
ら
、
中
国
の
絵
画
や
日
本
に

お
け
る
室
町
時
代
の
水
墨
画
に
学
び
、研
鑽
を
積
ん
で
い
ま

し
た
。
伝
統
的
な
山
水
画
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
人
物
画

も
描
き
ま
し
た
。
ま
た
、
他
派
の
作
品
か
ら
も
、
様
々
な
技

法
を
吸
収
し
て
い
ま
す
。
信
春
時
代
の
水
墨
画
か
ら
は
、等

伯
の
学
び
の
背
景
と
学
習
姿
勢
が
垣
間
見
え
る
の
で
す
。

①
石
川
県
指
定
有
形
文
化
財

　
「
達
磨
図
」　
１
幅

　

長
谷
川
信
春（
等
伯
）筆　

室
町
～
桃
山
時
代

　

七
尾
市
・
龍
門
寺
蔵

　

達
磨
は
９
年
間
岩
穴
に
こ
も
り
、
面
壁
座
禅
し
た
こ
と

で
も
知
ら
れ
る
禅
宗
の
始
祖
。

　

本
図
は
40
歳
前
後
の
筆
と
さ
れ
、
着
物
の
形
状
な
ど
が

近
似
す
る
こ
と
か
ら
、京
都
市
・
大
徳
寺
の
真
珠
庵
に
伝
わ

る
、
室
町
時
代
の
曾
我
派
の
画
家
・
曾
我
墨
溪
筆
「
達
磨

図
」を
実
見
し
た
後
に
描
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
繊
細

な
顔
貌
表
現
と
、一
気
に
引
い
た
力
強
い
衣
の
線
描
を
描

き
分
け
、
達
磨
の
ど
っ
し
り
と
し
た
風
貌
と
、
何
物
に
も
動

じ
な
い
存
在
感
を
巧
み
に
表
現
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
以
前
は
上
部
に
賛
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て

お
り
、
大
徳
寺
塔
頭
寺
院
の
高
僧
に
よ
る
賛
で
あ
っ
た
可

能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
等
伯
時
代
の
水
墨
画
■

　

等
伯
は
晩
年
、水
墨
画
に
美
の
境
地
を
求
め
、多
く
の
名

作
を
描
き
ま
し
た
。
中
国
南
宋
の
画
家
・
梁
楷
や
、
禅
僧

画
家
・
牧
谿
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
、
藁
筆
や
竹
筆
な

ど
も
使
い
こ
な
し
、
墨
の
濃
淡
を
自
由
自
在
に
描
き
分
け
、

国
宝
「
松
林
図
屏
風
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
を
は
じ
め

と
す
る
、数
々
の
名
作
を
生
み
出
し
て
い
き
ま
し
た
。

②
国
指
定
重
要
文
化
財

　
「
竹
林
猿
猴
図
屏
風
」６
曲
１
双
内
右
隻

　

長
谷
川
等
伯
筆　

桃
山
時
代

　

京
都
市
・
相
国
寺
蔵

　

晩
年
等
伯
が
最
も
影
響
を
受
け
た
の
が
、牧
谿
の
作
品
で

す
。
中
で
も
名
作
と
名
高
い
の
が
、大
徳
寺
所
蔵
の
国
宝「
観

音
猿
鶴
図
」（
３
幅
対
）。
等
伯
は
そ
の
鶴
と
そ
っ
く
り
な
鶴

を
描
き
、猿
猴
図
に
い
た
っ
て
は
、何
点
も
描
い
て
い
ま
す
。

　

牧
谿
が
描
い
た
様
式
の
手
長
猿
は
日
本
で
人
気
が
あ

り
、
多
く
の
画
家
た
ち
が
描
き
ま
し
た
。
等
伯
も
例
外
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
牧
谿
の
猿
は
母
猿
が
自
然
の

厳
し
さ
か
ら
子
猿
を
守
ろ
う
と
す
る
か
の
よ
う
な
表
現
で

あ
る
の
に
対
し
、等
伯
の
母
子
猿
は
相
国
寺
本
、龍
泉
庵
本

共
に
、
微
笑
ん
で
戯
れ
る
姿
で
描
か
れ
ま
す
。
ま
た
、
父
親

ら
し
き
猿
も
描
き
加

え
ら
れ
て
お
り
、明
ら

か
に
描
く
視
点
が
異

な
る
の
で
す
。
特
に

本
図
で
は
、
背
景
の

金
泥
が
優
し
い
木
漏

れ
日
の
よ
う
な
効
果

を
生
み
出
し
、
よ
り

温
か
み
を
感
じ
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
表
現
か

ら
は
、
等
伯
の
人
間

像
が
浮
か
び
上
が
っ

て
き
ま
す
。
等
伯
の

人
気
の
理
由
は
、
そ

ん
な
と
こ
ろ
に
も
あ

る
の
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。

　

な
お
、
本
図
の
左

隻
に
は
竹
林
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。

4

長
谷
川
等
伯
の
水
墨
画
を
中
心
に

９
月
19
日（
土
）〜
10
月
25
日（
日
）

◆
第
１
・
第
２
展
示
室
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③
国
指
定
重
要
文
化
財

　
「
禅
宗
祖
師
図
」16
面
内
２
面

　

長
谷
川
等
伯
筆　

桃
山
時
代（
慶
長
７
年
・
１
６
０
２
）

　

京
都
市
・
天
授
庵

　

本
図
は
禅
宗
の
公
案
（
禅
問
答
の
問
題
集
の
よ
う
な
本
）

に
書
か
れ
た
話
の
内
、「
南
泉
斬
猫
」を
題
材
と
し
た
作
品
。

　

弟
子
た
ち
が
猫
を
巡
っ
て
言
い
争
う
姿
を
見
た
南
泉
和

尚
は
、
そ
の
根
本
に
あ
る
も
の
を
問
い
、
答
え
ら
れ
な
け
れ

ば
猫
を
斬
る
と
い
い
ま
し
た
が
、誰
も
答
え
る
こ
と
が
で
き

ず
、
結
局
猫
は
斬
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
話
で
す
。
こ
の

話
に
は
続
き
も
あ
り
ま
す
が
、猫
は
一
体
何
を
表
し
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。
執
着
や
こ
だ
わ
り
と
も
い
わ
れ
ま
す
が
、

い
き
な
り
首
を

つ
か
ま
れ
た
子

猫
の
表
情
は
驚

き
の
様
相
で
こ

わ
ば
り
、
毛
も
逆

立
っ
て
い
る
よ

う
に
見
え
ま
す
。

右
手
の
袖
を
ま

く
り
上
げ
て
刀

を
握
り
、
左
手
で

子
猫
の
首
を

引
っ
つ
か
ま
え
た

和
尚
は
力
強
い

筆
線
で
描
か
れ
、

緊
張
感
も
あ
っ

て
鬼
気
迫
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。

5

　
　

７
月
９
日（
木
）～
12
日（
日
）

　
　

初
日
は
午
後
１
時
か
ら
、
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

　

公
募
に
よ
り
県
内
外
か
ら
出
品
さ
れ
た
日
本
画
を
中
心
と
す

る
絵
画
約
60
点
を
展
示
し
ま
す
。
若
さ
あ
ふ
れ
る
作
品
か
ら
ベ

テ
ラ
ン
の
充
実
し
た
作
品
ま
で
、
個
性
あ
ふ
れ
る
作
品
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

主　

催　

日
創
会

連
絡
先　

三
宅
厚
史　

☎
０
７
６
７（
77
）１
３
６
８

　
　

７
月
17
日（
金
）～
20
日（
月
・
祝
）

　
　

初
日
は
午
前
９
時
か
ら
、
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

　

第
74
回
七
尾
港
ま
つ
り
協
賛
事
業
と
し
て
、
協
会
会
員
の
近

作
を
一
堂
に
展
示
し
ま
す
。
七
尾
市
民
の
美
術
文
化
の
向
上
・

発
展
を
目
指
し
た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
又
、
コ
ラ
ボ
展
示
も

し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

主　

催　

七
尾
美
術
作
家
協
会

連
絡
先　

七
尾
美
術
作
家
協
会
事
務
局　

内
藤
雄
鵬

　
　
　
　

☎
０
７
６
７（
52
）４
７
５
５

　
　

９
月
19
日（
土
）～
10
月
14
日（
水
）

　

市
内
小
学
校
児
童
に
よ
る
、
長
谷
川
等
伯
の
水
墨
画
作
品
を

真
似
た
作
品
展
示
を
行
な
い
ま
す
。
本
物
の
等
伯
作
品
の
展
示

に
合
わ
せ
て
の
展
覧
も
魅
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。
水
墨
画
に
よ

る
力
作
を
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

主　

催　

等
伯
生
誕
の
地
Ｐ
Ｒ
事
業
支
援
委
員
会

連
絡
先　

七
尾
市
教
育
委
員
会
文
化
課
内

　
　
　
　

☎
０
７
６
７（
53
）８
４
３
７

　
　

９
月
６
日（
日
）　

開
演　
　

午
後
１
時
00
分

　

民
謡
、
三
味
線
を
始
め
て
35
年
に
な
り
ま
し
た
。
お
陰
様
で

入
賞
４
回
、
準
優
勝
４
回
、
日
本
一
の
タ
イ
ト
ル
も
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
が
、
皆
様
に
聞
い
て
頂
け
れ
ば

幸
い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

主　

催　

民
謡　

昭
実
会

連
絡
先　

原
田　

実　

☎
０
７
６
７（
53
）２
５
６
２

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ア
ー
ト
ホ
ー
ル

第
20
回
七
尾
日
創
展

入
場
無
料

第
21
回
七
尾
美
術
作
家
協
会
展

入
場
無
料

子
ど
も
「
長
谷
川
等
伯
展
」

入
場
無
料

原
田
実
と
仲
間
た
ち

　
　

津
軽
三
味
線
コ
ン
サ
ー
ト

入
場
無
料

関
連
イ
ベ
ン
ト
予
定
♪

①
ス
ペ
シ
ャ
ル
座
談
会「
等
伯
水
墨
画
を
語
る
」

日　

時
：
９
月
22
日（
火
・
祝
）午
後
２
時
～
午
後
４
時

参
加
者
：
等
伯
研
究
の
専
門
家
な
ど
数
名
を
予
定
。

聴
講
料
：
無
料

※
詳
細
は
７
月
中
旬
頃
に
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
ご
案
内
し
ま
す
。

☆
ご
聴
講
の
方
全
員
に
、等
伯
関
連
の
絵
ハ
ガ
キ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

②
子
ど
も
水
墨
画
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
誕
生
！

日　

時
：
９
月
23
日（
水
・
祝
）午
前
10
時
～
午
後
３
時

講　

師
：
外
部
専
門
家	

参
加
費
：
無
料

対　

象
：
小
学
４
年
生
～
中
学
生	

定　

員
：
先
着
15
名

※
公
開
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。
持
ち
帰
り
用
小
作
品
と
大
型
協

　

同
作
品
を
制
作
し
ま
す
。
大
型
作
品
は
翌
日
か
ら
展
示
予
定
。

③
等
伯
に
挑
む
！
墨
表
現
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

日　

時
：
10
月
４
日（
日
）午
前
10
時
～
午
後
３
時

講　

師
：
外
部
専
門
家	

参
加
費
：
１
，５
０
０
円

対　

象
：
高
校
生
以
上	

定　

員
：
先
着
15
名

※
墨
表
現
を
学
ぶ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。
作
品
は
持
ち
帰
り
ま
す
。

★
②
③
共
、８
月
29
日（
土
）午
前
９
時
よ
り
電
話
申
込
受
付
開
始
。

　

七
尾
美
術
館
☎
０
７
６
７
（
53
）
１
５
０
０

貸
館
催
し
物
案
内

◇
観
覧
料

個　

人

団　

体

一　

般

６
０
０
円

５
０
０
円

大
高
生

３
５
０
円

３
０
０
円

※
中
学
生
以
下
無
料
、団
体
は
20
名
以
上
で
す
。



最
高
傑
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楓
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〜
日
本
障
壁
画
の
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開
館
20
周
年
等
を
記
念
し
て
２
度
目
の
国
宝「
楓
図
」や

重
要
文
化
財
５
点
を
含
む
作
品
数
27
点
の
公
開
と
な
っ
た

本
展
覧
会
は
、４
月
18
日
か
ら
23
日
間
の
会
期
で
、

１
５
、７
１
６
人
の
観
覧
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。１
日
当
た

り
の
平
均
観
覧
者
数
は
６
８
３
人
と
、平
成
11
年
の
国
宝

「
楓
図
」、同
20
年
の
国
宝「
桜
図
」の
公
開
時
を
上
回
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

　

安
部
龍
太
郎
氏
の
直
木
賞
受
賞
作
品「
等
伯
」の
影
響
に

よ
る
近
年
の
等
伯
人
気
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、能
越
自
動

車
道
七
尾
氷
見
道
路
開
通
、北
陸
新
幹
線
金
沢
開
業
の
効

果
も
あ
っ
た
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

市
内
全
中
学
生
と
小
学
生
高
学
年
の
計
２
、２
５
０
人

も
観
覧
し
、「
等
伯
な
ん
で
も
ク
イ
ズ
」に
も
積
極
的
に
参

加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。学
芸
員
の
説
明
に
熱
心
に
耳
を

傾
け
、目
を
凝
ら
し
て
真
剣
に
作
品
を
見
る
姿
は
と
て
も

印
象
的
で
あ
り
、子
ど
も
た
ち
に
深
い
感
銘
を
与
え
た
も

の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

静
か
に
作
品
を
鑑
賞
し
た
い
と
い
う
お
客
様
に
は
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
た
点
も
あ
り
ま
す
が
、そ
の
一
方
で
郷
土

が
誇
る
偉
人
の
本
物
の
作

品
に
触
れ
る
機
会
を
設
け

る
当
美
術
館
の
取
組
み
に

賞
賛
の
声
も
い
た
だ
き
ま

し
た
。今
後
も
観
覧
情
報
な

ど
を
し
っ
か
り
と
お
知
ら
せ

し
な
が
ら
、子
ど
も
た
ち
の

鑑
賞
の
機
会
を
設
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

開
会
式
の
後
に
実
施
し

た
友
の
会
会
員
限
定「
先
取

り
！
等
伯
展
」で
は
、テ
ィ

ル
ー
ム
で
歓
談
の
後
、学
芸

員
か
ら
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
含

め
て
作
品
の
魅
力
を
聞
き

な
が
ら
、一
足
早
く
作
品
を

堪
能
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

４
月
29
日
開
催
の
記
念

講
演
会
で
は
、京
都
教
育
大

学
名
誉
教
授
で
等
伯
作
の

重
文「
山
水
図
襖
」所
蔵
の

隣
華
院
ご
住
職
で
も
あ
ら
れ
る
脇
坂
淳
先
生
が
、「
等
伯
の

障
屏
画
に
つ
い
て
」と
題
し
て
、年
代
に
よ
る
作
画
傾
向
の

変
化
や
狩
野
派
の
影
響
と
そ
の
違
い
な
ど
に
つ
い
て
講
演

さ
れ
、参
加
者
は
熱
心
に
メ
モ
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　

絵
仏
師
等
伯
、叙
情
性
豊
か
な
金
碧
画
、そ
し
て
、水
墨

画
と
い
う
３
つ
の
テ
ー
マ
で
の
展
示
方
法
に
、等
伯
作
品
へ

の
理
解
も
し
や
す
く
、熱
心
な
フ
ァ
ン
は
も
と
よ
り
、初
め

て
の
方
も
時
間
の
経
つ
の
も
忘
れ
て
等
伯
作
品
の
魅
力
に

浸
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

観
覧
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、感
銘
を
受
け
た
こ
と
や
お

褒
め
の
こ
と
ば
を
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、展
示
位
置

や
明
る
さ
、ケ
ー
ス
の
反
射
、鑑
賞
態
度
な
ど
の
ご
指
摘
も

あ
り
、主
催
者
と
し
て
よ
り
良
い
展
覧
会
を
開
催
で
き
る

よ
う
に
、さ
ら
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

本
展
覧
会
開
催
に
あ
た
り
、出
品
い
た
だ
き
ま
し
た
所

蔵
者
の
方
々
に
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、特

別
協
力
・
後
援
・
補
助
い
た
だ
き
ま
し
た
、関
係
の
皆
様
に

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

友の会美術講座開催のお知らせ
「池田コレクション鑑賞会～やきものの魅力を知る～」

　「新寄附作品初公開！－池田コレクションの名品」開催にあわせ、「やきもの」の魅力についての
講座を開催します。
　講師に、元石川県立美術館学芸課長 南 俊英氏をお招きし、「やきもの」の歴史から鑑賞のしか
たまでわかりやすく学び、展覧会も観覧します。
　皆様のご参加をお待ちしております。

　〇日　　時：平成27年８月９日（日）13：30～
　〇集合場所：石川県七尾美術館エントランス
　〇参 加 費：500円
　〇定　　員：先着８名
　〇募集開始：平成27年７月11日（土）9：00〜

6

4月17日の開会式には小丸山小学校５年生
を特別招待しました。

開会式後、嶋崎館長の作品解説には、熱心に
聞き入る多くの姿が見られました。

「先取り！等伯展」では、学芸員の作品展示にま
つわる四方山話に講座が盛り上がりました。

会期中展示室の様子

参加者大募集！
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テ
ィ
ー
ル
ー
ム
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

展
覧
会
を
楽
し
ん
だ
あ
と
は
、
テ
ィ
ー
ル
ー
ム

で
ゆ
っ
く
り
お
く
つ
ろ
ぎ
く
だ
さ
い
。

★
期
間
限
定
お
す
す
め
メ
ニ
ュ
ー

【
冷
や
し
白
玉
ぜ
ん
ざ
い
】（
５
０
０
円
）

　

ふ
っ
く
ら
柔
ら
か
な
小
豆

の
風
味
と
舌
の
上
を
つ
る
ん

と
す
べ
る
よ
う
な
白
玉
の
食

感
が
お
口
の
中
で
や
さ
し
く

溶
け
合
い
ま
す
。
暑
い
夏
の

午
後
、
ほ
っ
と
一
息
に
ぴ
っ

た
り
の
和
ス
イ
ー
ツ
で
す
。

【
コ
ー
ヒ
ー
ゼ
リ
ー
】（
５
０
０
円
）

　

ほ
ろ
苦
い
コ
ー
ヒ
ー
ゼ

リ
ー
に
バ
ニ
ラ
ア
イ
ス
と
ホ

イ
ッ
プ
ク
リ
ー
ム
を
ト
ッ
ピ

ン
グ
。
大
人
も
子
ど
も
も
大

好
き
な
夏
の
定
番
！

【
ゆ
ず
サ
イ
ダ
ー　

は
ち
み
つ
入
り
】（
４
５
０
円
）

　

柚
子
の
香
り
と
風
味
が

し
ゅ
わ
し
ゅ
わ
サ
イ
ダ
ー
で

す
っ
き
り
楽
し
め
ま
す
。

◎
期
間
９
月
13
日
ま
で

　

営
業
時
間　

９
時
30
分
～
17
時

（
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
16
時
30
分
）

長
谷
川
等
伯
作
品
展
示
情
報
（
７
月
１
日
現
在
）

♦
高
岡
市
美
術
館 

（
富
山
県
高
岡
市
中
川
１
‐
１
‐
30
）

☎
０
７
６
６
‐
２
０
‐
１
１
７
７

◦
展
覧
会
名

「
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
チ
カ
ラ
‐
未
来
に
伝
え
た
い
ア
ー
ト
」

◦
会　
　

期　

７
月
25
日（
土
）～
８
月
30
日（
日
）

◦
出
品
作
品

　

①「
日
蓮
聖
人
像
」	

１
幅　
　
　
　
　
　

　

②「
釈
迦
・
多
宝
如
来
像
」	

１
幅　
　
　
　
　
　

　

③「
鬼
子
母
神
十
羅
刹
女
像
」	

１
幅　
　
　
　
　
　

　

④「
三
十
番
神
図
」	

１
幅　
　
　
　
　
　

　
　

全
て
長
谷
川
信
春（
等
伯
）筆
、
高
岡
市
・
大
法
寺
蔵

　

⑤「
日
蓮
聖
人
像
」	

１
幅　
　
　
　
　
　

　
　

長
谷
川
宗
清（
道
浄
）筆
、
高
岡
市
・
妙
傳
寺
蔵

♦
出
光
美
術
館 

（
東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
３
‐
１
‐
１
）

☎
０
３
‐
５
７
７
７
‐
８
６
０
０

◦
展
覧
会
名

「
日
本
の
美
・
発
見
Ⅹ　

躍
動
と
回
帰
‐
桃
山
の
美
術
」

◦
会　
　

期　

８
月
８
日（
土
）～
10
月
12
日（
月
・
祝
）

◦
出
品
作
品

　

①「
松
に
鴉
・
柳
に
白
鷺
図
屏
風
」	

６
曲
１
双

　

②「
竹
鶴
図
屏
風
」	

６
曲
１
双

　

③「
竹
虎
図
屏
風
」	

６
曲
１
双

　
　

全
て
長
谷
川
等
伯
筆
、
出
光
美
術
館
蔵

♦
富
山
県
水
墨
美
術
館 

（
富
山
市
五
福
７
７
７
）

☎
０
７
６
‐
４
３
１
‐
３
７
１
９

◦
展
覧
会
名

「
旅
に
生
き
た
水
墨
画
の
巨
匠
た
ち
‐
雪
舟
か
ら
等
伯
へ
」

◦
会　
　

期　

10
月
９
日（
金
）～
11
月
８
日（
日
）

◦
内　
　

容

　

水
墨
画
の
大
家
・
雪
舟
と
、
等
伯
な
ど
そ
の
系
譜

に
連
な
る
画
家
た
ち
の
作
品
を
紹
介
す
る
特
別
展
。

次
号
で
詳
し
く
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
４
月
か
ら
、
七
尾
市
内
の
文
化
施
設
等
８
か
所
を

期
間
中
な
ら
何
度
で
も
入
館
で
き
、
本
市
所
蔵
の
美
術
品

の
鑑
賞
や
特
色
あ
る
文
化
・
歴
史
を
堪
能
で
き
る
共
通
観

覧
券
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

特
に
、年
間
共
通
パ
ス
ポ
ー
ト
の
魅
力
は
、七
尾
美
術
館

で
の
等
伯
展
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
企
画
展
・
所
蔵
品

展
や
能
登
島
ガ
ラ
ス
美
術
館
で
の
古
今
東
西
の
ガ
ラ
ス

作
品
を
紹
介
す
る
企
画
展
・
所
蔵
品
展
な
ど
、工
夫
を
凝
ら

し
た
展
覧
会
を
１
年
間
に
わ
た
り
十
分
楽
し
め
ま
す
。

　

魅
力
の
二
つ
目
は
、
年
間
共
通
パ
ス
ポ
ー
ト
の
代
金
が

大
人
１
人
２
，
６
０
０
円
と
、
と
て
も
お
得
な
値
段
設
定

と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

全
８
施
設
を
１
年
間
に
大
人
１
人
が
各
１
回
入
館
・
観

覧
（
七
尾
美
術
館
と
ガ
ラ
ス
美
術
館
は
、
展
覧
会
毎
に
観

覧
す
る
と
仮
定
。）す
る
と
合
計
９
，
７
０
０
円
に
な
り
ま

す
が
、
三
分
の
一
以
下
の
経
費
で
入
館
・
観
覧
で
き
ま
す
。

入
館
回
数
に
制
限
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
一
層
お
得
感
は

高
く
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
有
効
期
限
は
発
行
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
１

年
間
で
す
の
で
、
購
入
時
期
に
関
係
な
く
確
実
な
利
用
が

期
待
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
美
術
館
で
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、対
象
施
設
は
、石
川
県
七
尾
美
術
館
、石
川
県
能

登
島
ガ
ラ
ス
美
術
館
、七
尾
城
史
資
料
館
、懐
古
館
、能
登

国
分
寺
展
示
館
、
蝦
夷
穴
歴
史
文
化
セ
ン
タ
ー
、
中
島
お

祭
り
資
料
館
・
中
島
お
祭
り
伝
承
館
、
明
治
の
館（
室
木
家

住
宅
）の
８
施
設
で
す
。

◇
金
額
・
有
効
期
間
等

ゆずサイダー コーヒーゼリー 冷やし白玉ぜんざい

～
共
通
パ
ス
ポ
ー
ト
で
入
館
自
由
～

美
術
館
フ
ァ
ン
の
あ
な
た
に
お
勧
め

★
友
の
会
会
員
の
皆
様

会
計
時
に
レ
ジ
に
て
会
員
証
を
ご
提
示
い
た
だ
く

と
10
％
割
引
に
な
り
ま
す
。（
10
円
未
満
切
捨
）

※
展
示
期
間
は
①
・
②
は
７
／
25
～
８
／
９
、③
・
④
は
８
／
11
～
８
／
30
、

　

⑤
は
全
期
間
で
す
。

※
展
示
期
間
は
①
は
８
／
８
～
９
／
６
、②
・
③
は
９
／
８
～
10
／
12
で
す
。

種
別
名

金
額
（
円
）

有
効
期
間

年
間
共
通

パ
ス
ポ
ー
ト

一
般　
　
　

２
，６
０
０

大
学
生
以
下
１
，３
０
０

発
行
し
た
日
か
ら

起
算
し
て
１
年
間

２
日
間
共
通

パ
ス
ポ
ー
ト

一
般　
　
　

１
，０
０
０

大
学
生
以
下　

８
０
０

発
行
し
た
日
か
ら

起
算
し
て
２
日
間



割引、プレゼントなど特典いろいろ！
ぜひ当館でもご利用ください。

エントランスホール及びティールー
ムにて、Wi-Fiスポットサービスの
「FREESPOT」をご利用頂けます。

城山

飛行機……能登空港から「のと里山海道」利用約45分
車…………「のと里山海道」徳田大津J.C.Tから約15分又は「能越自動車道」七尾城山I.C又は七尾I.Cから約10分
タクシー…JR七尾駅から約５分
徒歩………JR七尾駅から約20分
市内循環バス「まりん号」
　　　……JR七尾駅前「ミナ.クル」バス停から「七尾美術館前」下車（順回り約８分・逆回り約14分、１日各８便）
ななおコミュニティバス「ぐるっと７」
　　　……JR七尾駅前５番乗り場から「小丸山台１丁目」下車（西コース約10分、１日４便）

◎次号・第83号（秋号）は10月１日発行予定です。

◆
７
月
〜
９
月
カ
レ
ン
ダ
ー
◆
　※

■
は
休
館
日

◆
開
館
時
間
◆
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

2015

７
JULY

 日 月 火 水 木 金 土
    １ 2 3 4
 5 6 7 8 9 10 11
 12 13 14 15 16 17 18
 19 20 21 22 23 24 25
 26 27 28 29 30 31

 日 月 火 水 木 金 土
   １ 2 3 4 5
 6 7 8 9 10 11 12
 13 14 15 16 17 18 19
 20 21 22 23 24 25 26
 27 28 29 30

８
AUGUST

9
SEPTEMBER

 日 月 火 水 木 金 土
       １
 2 3 4 5 6 7 8
 9 10 11 12 13 14 15
 16 17 18 19 20 21 22
 23 24 25 26 27 28 29
 30 31

石川県七尾美術館だより 第82号（夏号）
〒926-0855　石川県七尾市小丸山台一丁目1番地
TEL（0767）53-1500／FAX（0767）53-6262
http://nanao-art-museum.jp

　平成27年11月6日（金）～12月13日（日）　会期中無休

◆第１展示室「池田コレクションにみる　色とりどりな器たち」
　「器」とは物を入れる道具。用途によってその種類は千差万別ですが、人びと
はそれをただの容器としてではなく一つの「美術品」として、形や装飾などに様々
な技巧を凝らしてきました。
　本展は「池田コレクション」より、やきものや漆によって制作された多彩な
器を紹介します。

◆第２展示室「顔・かお・カオ ～すばらしきかな、その表情～」
　「百面相」という言葉があるほど、人の表情は多様です。笑い・怒り・悲しみなど、その時々の感情に
応じて美醜様々に変化する顔は実に魅力的で、美術工芸の格好のモチーフでもあります。
　本展では各作品に表された色々な「顔」を、当館所蔵品をとおして紹介します。

【前号のお詫びと訂正】
　前回発行の「美術館だより第81号(春号)」表紙、「楓図壁貼付」作品キャプション内の制作年で「文禄元年

（1952）頃」とあるのは、「文禄元年（1592）頃」の誤りでした。ここに訂正して深くお詫び申し上げます。

　平成27年12月18日（金）～平成28年２月14日（日）

◆第１・2・3展示室「2015 イタリア・ボローニャ国際絵本原画展」
　イタリアの古都ボローニャで毎年春に開催される児童書専門見本市ボローニャ・ブックフェアでは、絵
本原画コンクールが実施されています。有名無名、出版経験の有無にかかわらず公平に審査されるため、
新人イラストレーターの登竜門ともなっており、絵本の新たな可能性を探る様々な作品が集まります。
　ボローニャ国際絵本原画展はコンクールの入選作品を紹介する展覧会です。今年は約3000組の応募作
品から、10名の日本人作家を含む、24ヵ国76作家が選ばれました。
５枚１組で構成されるイラストはバラエティ豊かで個性に溢れて
います。特別展示は、昨年「ボローニャＳＭ出版賞」を受賞した
ポルトガルのカタリーナ・ソブラルです。新作絵本『人魚と恋を
した巨人たち』（Ediciones SM, 2015）の全原画20点を含む、
５タイトル43点の原画を紹介します。絵本コーナーでは、ボロー
ニャ・ラガッツィ賞受賞絵本など国内外の絵本も多数展示します。
　印刷された絵本からは感じることのできない原画の魅力をお楽
しみください。

「硯箱」小川破笠
（池田コレクション）

「おうち探検」マヤ・カステリッツ（スロヴェニア）


